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から 3 月の公立高校入試日程に合わせて、「女子高校生のためのサイエンス体験
講座 in 宮崎大学」を開催している。学内で 10 前後の受け入れ講座を募り、県内
の女子高校生、約 100 名が実験を楽しんでいる（写真 3）。平成 24 年度の調査で
は、本学に入学した女子学生の内、約 7.5％（389 名中 29 名）がこの体験講座の受
講者であった。 
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写真 4 「宮崎発！第 1 回九州・沖縄アイランド女性研究者支援シンポジウム」 




















トワーク（Q-wea; Q-women's encouragement/empowerment association）が発足した
（図 1）。 
 
図 1 九州・沖縄アイランド女性研究者支援ネットワーク 




発足当時 8 国立大学法人のメンバーで構成されていたものが、平成 26 年 6 月に
は公立及び私立大学も含め 11 大学となり、九州・沖縄地区での大学間ネットワー
クは確実に拡がっている。 




































における男女共同参画推進のための『菅沼プラン』」（平成 23 年 3 月）をより具体
的に発展させるために、平成 25 年 4 月に「宮崎大学男女共同参画基本計画」を
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学部代表のワーキンググループのメンバー、各学部長とで逐次、意見交換をする
場を設け、問題点の共有とその解決にむけた協議も定期的に行っている。 
「数値目標の達成」は非常にわかりやすい成果として捉えることができる。し
かしながら、「達成」の先に見えるもの、「達成」の先に現れる課題について、私
たちは常に考えておかねばならない。役割分担における固定的観念の払拭や環境
整備が手つかずのまま達成された「数値」は、果たして何をもたらすのか。その
結果は、必ずしも、個々がやりがいを持って働き、学び、お互いを尊重し合える
「大学」につながるとは限らない。極論を言えば、女性教員や管理職の困窮度を
さらに高める結果をもたらす可能性もないわけではない。子育て支援は、子育て
中の男性・女性のいずれをも支援するものであるし、その「支援」は必ずしも、
ものや金銭のみをさすわけではない。先に紹介したアンケートが示すように、ね
ぎらいや感謝を言葉にすることは、今からでも、誰にでもできる支援だ。「数値
目標の達成」が働きやすい社会や環境整備のもとに成り立ってこそ、数値を掲げ
る真の意味があると考える。 
7 おわりに 
「教育」は、高等教育機関である大学の重要な役目である。宮崎大学では、基
礎教育のカリキュラムの中で、「男女共同参画」を主題とした講義を実施してい
る。世界の中の日本の状況、歴史的背景などに加え、アクティブラーニングとし
て、身近な事例を学生たちに提示し、議論および発表してもらうというスタイル
で行っている。学生の自由意見の中には、「女の子だから食事の後片付けをする
ように」と言われ続けたことへの反発、共働きの家庭で母親だけが家事を担って
いることへの疑問、「重要な判断は男性が行うべき」という男子学生の意見など、
役割分担における固定的観念に関して多くの意見があった。多様性を活かし、グ
ローバル社会を構築していくためには、女性の活躍促進や意思決定機関における
女性比率の向上は欠かせない。しかし、教育を通じ、「役割分担における固定的
観念」という概念を、一度更地に戻していくことは、それ以上に重要かつ喫緊の
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課題であると考える。組織や社会において多様性が活かされるためには、個人個
人が属性に捉われずに多様な選択肢を持てる、そんな社会を創ることから始めな
ければならない。大学から次世代へ、地域社会へと発信していくべきことは、ま
だまだたくさん残されている。 
 
（だて・ゆかり 宮崎大学副学長） 
